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                 会 議 録 

 

1 会議名 

令和 6年度 第 2回高士区地域協議会 

2 議題（公開・非公開の別） 

（1）報告事項（公開） 

① 前期委員からの申し送り事項 

② 年間スケジュール 

③ 地域独自の予算事業 

④ 地域自治推進プロジェクトの検討状況及び地域独自の予算事業の経過措置の 

取扱いについて 

3 開催日時 

令和 6年 7月 18 日（木）午後 6時 30 分から午後 7時 50 分まで 

4 開催場所 

高士地区公民館 中会議室 

5 傍聴人の数 

2 人 

6 非公開の理由 

なし 

7 出席した者（傍聴人を除く。）氏名（敬称略） 

・委 員：上野秀平（副会長）、上野美奈子、塩尻信幸、髙𣘺清司（会長）、田中利夫、

塚田幸一、塚田 誠、山口一男、山本優子（欠席 3名） 

・事務局：中部まちづくりセンター 小林所長、井守副所長、渡邉係長、鈴木主事 

8 発言の内容（要旨） 

【井守副所長】 

・会議の開会を宣言 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第 8条第 2項の規定により、委員の半数以上の

出席を確認、会議の成立を報告 

【髙𣘺会長】 

・挨拶 
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【井守副所長】 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第 8条第 1項の規定により、会長が議長を務め

ることを報告 

【髙𣘺会長】 

・会議録の確認：上野美奈子委員に依頼 

【髙𣘺会長】 

次第 3 議題「（1）報告事項」の「① 前期委員からの申し送り事項」に入る。事務局

の説明を求める。 

【鈴木主事】 

・第１回地域協議会 協議結果（「高士区地域協議会について」に基づき説明） 

・諮問事項（資料№1に基づき説明） 

・自主的審議事項の経過（資料№2に基づき説明） 

・地域活性化の方向性（資料№3に基づき説明） 

【髙𣘺会長】 

地域活性化の方向性の構成要素について補足する。 

○高士ルミネ 

・高士区内外に魅力を発信し続けている事業であり、高士区として支援を継続する

ことが必要。 

○若者が主役の活動 

・若者を中心とした活力ある地域づくりを目標に、地域の担い手をどう生み出すこ

とができるか検討。そして若い世代への活動支援を行う。 

○今ある地域行事や組織運営に新たな発想 

・継続事業の内容の見直し、時代に合った活動をしていくための呼びかけ。 

○地区体育大会等 

・地区体育大会のメンバーを決めるに当たり、各地区では、世代間交流ということ

で、子供から高齢者まで一緒に話し合い、選手を選考している。子供も高齢者も

一緒に交流することを大切にしている。 

○旧高士スポーツ広場 

・魅力ある場所づくりからスタート。地域住民が集える場所になってほしいという

思い。 
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【上野美奈子委員】 

旧高士スポーツ広場の活用については、前回、意見書を提出し、市からの回答書も受

理している。今回も引き続き協議するということなのか。 

【髙𣘺会長】 

前回、意見書を提出したが、市からの回答書は、あまりにもこちらの考えとかけ離れ

ていて寂しい限りの内容だった。高士区として昔からなじみがある、旧高士スポーツ広

場であるがゆえに、これからも皆で集える場所にしていけたらという希望を込めてこう

いう項目にしている。 

【塩尻委員】 

旧高士スポーツ広場が地域住民の集える場所ということになると、草が生い茂るとこ

ろをどうするのか。 

【上野秀平副会長】 

旧高士スポーツ広場が地域住民の集える場所ということで、第4期委員が樹木を入れ、

芝生を植え、東屋を置くという構想と配置図を作成し、意見書として提出した。広場の

活用について、事前にアンケート調査を小学生と地域住民に行い、町内会長や各団体の

長と話し合いをした。 

こうして意見書を提出したが、市からは全く私たちの期待に応えられていない内容の

回答がきた。これが今の状態だが、地域活性化の方向性としては、今後もこの 5 項目を

挙げる方向にしていきたいと考えている。 

これから地域活性化の方向性をどのようにするかということを、皆さんで考えていけ

ば、旧高士スポーツ広場ができていくのではないかと思う。 

私は前期のときに、旧高士スポーツ広場を将来の負の財産としてはならないと何回も

言っている。市の財産だが、我々地域住民が苦労するような広場では困る。現状として、

広場に草が生い茂っているというわけにはいかない。そういうところを考えていただき

たい。 

新しい委員と共に検討していけばよいと思う。 

【髙𣘺会長】 

高士地区町内会の皆さんが、年 3回草刈りを実施している。そのおかげで現状を維持

できている。 

【塩尻委員】 
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市からの回答の内容は、公開されているのか。 

【小林所長】 

高士区地域協議会だより第 47 号に記載されている。今後、必要であれば配布できる。 

【髙𣘺会長】 

他に質問、意見はあるか。 

質問、意見が無いようなので、以上で、次第 3 議題「（1）報告事項」の「① 前期委

員からの申し送り事項」を終了する。 

次に、次第 3 議題「（1）報告事項」の「② 年間スケジュール」に入る。事務局の説

明を求める。 

【鈴木主事】 

・資料№5に基づき説明 

【髙𣘺会長】 

ただ今の説明について、質問、意見を求める。 

【塚田幸一委員】 

今、旧高士スポーツ広場でグラウンドゴルフを始めているが、我々だけでは何も進ま

ない。地域活性化といっても、やはり地区全体でもう少し興味を持たないと、広がりが

出てこないと思う。 

【塚田誠委員】 

高士区地域協議会がどうしたら地域のためになるのかを話し合い、いい方向に持って

いけるといいと思う。 

【山口委員】 

地域のいろいろな団体と交流すると意見が出てくるので、それからだと思う。 

【髙𣘺会長】 

委員同士、個々のスキルアップが大事。この高士区の現状を確認し、これからの課題

を見つけようという内容のスケジュールになっていてよいと思う。 

【上野秀平副会長】 

前回の会議では、皆さんと話して、和やかに進めるということだったので、フリーデ

ィスカッションでは、和やかな雰囲気づくりに努めたい。 

【髙𣘺会長】 

他に質問、意見はあるか。 
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質問、意見が無いようなので、以上で、次第 3 議題「（1）報告事項」の「② 年間ス

ケジュール」を終了する。 

次に、次第 3 議題「（1）報告事項」の「③ 地域独自の予算事業」に入る。事務局の

説明を求める。 

【鈴木主事】 

・資料№6、№7に基づき説明 

【髙𣘺会長】 

ただ今の説明について、質問、意見を求める。 

（発言無し） 

意見が無いようなので、以上で、次第 3 議題「（1）報告事項」の「③ 地域独自の予

算事業」を終了する。 

次に、次第 3 議題「（1）報告事項」の「④ 地域自治推進プロジェクトの検討状況及

び地域独自の予算事業の経過措置の取扱いについて」に入る。事務局の説明を求める。 

【井守副所長】 

・6月 14 日付け「地域自治の推進に向けた各種資料の送付について」で送付した資料に

ついて説明 

【髙𣘺会長】 

ただ今の説明について、質問、意見を求める。 

【上野秀平副会長】 

この資料について、総務常任委員会資料として提出し、市議会で審議されたのか。 

【小林所長】 

そのとおり。 

【上野秀平副会長】 

資料の内容は、決定事項ということでよいか。 

【小林所長】 

まだ決定していない。この資料は、市の考えを示したもので、市議会からはご意見を

いただいている。そして、アンケート等を通して皆さんからもご意見をいただき、それ

らを踏まえて修正したものを改めてお示しして、固めていくという手順になる。 

【髙𣘺会長】 

アンケートの回答が 8月 22 日までとあるが、新任委員もいる中で、期間が短い。 
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急ぐ理由を知りたい。 

【小林所長】 

このアンケートに関しては、市の地域政策課が作成し、実施しているので、スケジュ

ール感などについてはセンターで説明しかねる。 

新任委員の方にとって、これだけの内容のアンケートを回答するのは難しいと思う。

他の地域協議会でも同じ意見があった。あまりよく理解されていない方も、その瞬間の

思いを回答していただきたい。分からない設問には、分からないという回答でもよい。

ご協力をお願いする。 

【髙𣘺会長】 

他に質問、意見はあるか。 

質問、意見が無いようなので、以上で、次第 3 議題「（1）報告事項」の「④ 地域自

治推進プロジェクトの検討状況及び地域独自の予算事業の経過措置の取扱いについて」

を終了する。 

次に、次第 4その他「（1）次回開催日程」に入る。事務局の説明を求める。 

【井守副所長】 

・次回の協議会について説明 

   ― 日程調整 ― 

・次回の地域協議会：9月 19 日（木）午後 6時 30 分から 

高士地区公民館 大会議室（予定） 

・内容：グループでのフリーディスカッション 

【髙𣘺会長】 

以上で次第 4その他「（1）次回開催日程」を終了する。 

次に、次第 4その他「（2）その他」に入る。 

その他、何かあるか。 

【井守副所長】 

・アンケートの提出について説明 

【髙𣘺会長】 

・地域協議会委員同士の仲間意識を高めるべく、各回 1人ずつスピーチすることを提案。 

・会議の際、飲料品の持ち込みをすることを提案。 

（よしの声） 
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【上野副会長】 

・閉会の挨拶 

9 問合せ先 

総合政策部 地域政策課 中部まちづくりセンター 

    TEL：025-526-1690 

E-mail：chubu-machi@city.joetsu.lg.jp 

10 その他 

別添の会議資料もあわせてご覧ください。 


